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9. 研究実績の概要

本研究では、インターネット上に存在する様々な計算環境を、モバイルエージェントを用いて統合的に利用可能とするシステムの開発
を目標とする。平成28年度は、モバイルエージェントシステムの信頼性・効率性を高めるアルゴリズムを提案した。具体的な成果は以
下の通りである。
(a) ビザンチン故障に耐性をもつモバイルエージェント集合アルゴリズム：大規模システムではモバイルエージェントがソフトウェア
の不具合やクラッキングにより、想定外の動作を引き起こす可能性がある。本研究では、そのようなエージェントをビザンチンエージ
ェントと定義し、ビザンチンエージェントが存在しても正常エージェントを一ノードに効率よく集合させるアルゴリズムを提案した。
これにより、正常エージェント間で情報の共有やタスクの分配を実現することができ、システムの信頼性・効率性を高めることができ
る。また、本アルゴリズムは、従来の分散システムに対するアルゴリズムをシミュレートすることで、ビザンチンエージェントに対す
る耐性・効率性を実現している。そのため、多数提案されている従来のアルゴリズムを利用することで、集合アルゴリズムに限らず、
様々なアルゴリズムの開発に応用できる。
(b) 自己安定1-極大マッチングアルゴリズム：モバイルエージェントの信頼性・効率性を高めるには、その基盤である分散システムの
信頼性・効率性を高めることも重要である。本研究では、分散システムにおいて、効率的な自己安定1-極大マッチングアルゴリズムを
提案した。本アルゴリズムは自己安定性という一時故障に対する高い耐性（信頼性）をもち、また既存アルゴリズムより効率的に1-極
大マッチングを構成することができる。

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

平成28年度は、申請書に記載した研究計画のうち、1.タスクを適切な計算環境に割り当てるアルゴリズムの開発と3.信頼性の高いエー
ジェントアルゴリズムの開発に関する研究を実施した。
1.については、大きな進展がなく、研究発表に至っていない。
3.については、ビザンチンエージェントに対する耐性をもつ効率的な集合アルゴリズムを提案した。本アルゴリズムの特徴は、従来の
分散システムに対するアルゴリズムをシミュレートする一般的な手法を提案して、それを用いてモバイルエージェントにおいてビザン
チンエージェントへの耐性、効率性を実現している点にある。そのため、集合アルゴリズム以外への適用も可能であり、さまざまなア
ルゴリズムの開発を期待できる。また、自己安定1-極大マッチングアルゴリズムなど、エージェントの基盤となる分散システムの信頼
性を上げる手法も提案している。
また、上記のアルゴリズムは、信頼性だけでなく効率性に関しても優れた手法である。そのため、研究計画のうちの2.移動コストの小
さいエージェントアルゴリズムの開発に対する成果でもある。
よって、1.が若干遅れているものの、2.3.に対して大きな進展があったことから、研究計画は順調に進展しているといえる。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

モバイルエージェント 分散システム アルゴリズム 自己安定

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策　等

平成29年度は、引き続き上記の1.と3.に取り組み、加えて4.計算環境を統合するエージェントシステムの試作を実施する。
1.タスク割り当てアルゴリズムの開発：現在、計算環境が均一な環境において、エージェントを均一配置することでシステム内にタス
クを割り当てるアルゴリズムを実現している。これを、不均一な環境に対して拡張することで、アルゴリズムの開発を試みる。
3.信頼性の高いエージェントアルゴリズムの開発：自己安定性を実現したアルゴリズムの実現、ビザンチンエージェント耐性をもつア
ルゴリズムの実現を並行して実施する。前者に関しては、自己安定性に関して著名な研究者であるネバダ大学ラスベガス校のAjoy K. 
Datta教授を訪問し、共同研究を実施する。後者に関しては、平成28年度に提案したシミュレーション手法を利用して、さまざまなア
ルゴリズムを開発する。
4.エージェントシステムの試作：ワークステーションを購入し、システムを試作する。本研究で開発した様々なアルゴリズムを実装し
、実機上での性能を計測する。それにより、アルゴリズムの性能の最適化を実施する。

（理由）
平成28年度中にネバダ大学ラスベガス校のAjoy K. Datta教授を約2か月訪問し、本課題に関する国際共同研究を進める予定であったが
、諸事情により平成29年度へ延期することになった。そのため、国際共同研究に使用する予定であった予算が平成29年度へ繰り越しと
なっている。

（使用計画）
上記の通り、平成29年度中にネバダ大学ラスベガス校を訪問して国際共同研究を進めるために、次年度繰越金を使用する。平成29年度
分として請求済みの助成金は、当初の予定通り、ワークステーションの購入、成果発表のための旅費として使用する。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件／うち国際共著　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

〔学会発表〕　計（７）件／うち招待講演　計（１）件／うち国際学会　計（３）件

Hsinchu (Taiwan)

名城大学（愛知県名古屋市）

発　表　場　所

発　表　場　所

Masashi Tsuchida, Fukuhito Ooshita, and Michiko Inoue

安見嘉人，大下福仁，山口賢一，井上美智子

発　表　者　名

発　表　者　名

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

Byzantine gathering in networks with authenticated whiteboards

個体群プロトコルモデルにおける定数スペース半数分割アルゴリズム

The 11th International Workshop on Algorithms and
Computation (WALCOM)（国際学会）

電子情報通信学会総合大会

発表年月日

発表年月日

オープンアクセス

学　会　等　名

学　会　等　名

2017年03月29日～
2017年03月31日

2017年03月22日～
2017年03月25日

最初と最後の頁 国際共著

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

発行年

論　　文　　標　　題著　者　名

巻雑　　誌　　名 査読の有無

（課題番号： 26330084 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／6）
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調布クレストンホテル（東京都調布市）

調布クレストンホテル（東京都調布市）

東広島芸術文化ホール（広島県東広島市）

Lyon (France)

発　表　場　所

発　表　場　所

発　表　場　所

発　表　場　所

丸中愉太，大下福仁，萩谷昌己

安見嘉人，大下福仁，山口賢一，井上美智子

Fukuhito Ooshita

Michiko Inoue, Fukuhito Ooshita, and Sebastien Tixeuil

個体群プロトコルモデルにおける定数状態数の半数分割アルゴリズム

Partial gathering of mobile agents in rings and trees

An efficient silent self-stabilizing 1-maximal matching algorithm under
distributed daemon without global identifiers

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

2017年01月30日～
2017年01月31日

2016年11月23日

2016年11月07日～
2016年11月10日

自律分散システム・シンポジウム

自律分散システム・シンポジウム

Workshop on Advanced Distributed Algorithms (WADA)（招
待講演）（国際学会）

The 18th International Symposium on Stabilization,
Safety, and Security of Distributed Systems (SSS)（国際
学会）

学　会　等　名

学　会　等　名

発表年月日

発表年月日

発表年月日

発表年月日

学　会　等　名

学　会　等　名

2017年01月30日～
2017年01月31日

群知能を用いた経路探索による機械学習

（課題番号： 26330084 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／6）
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〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

国内・外国の別

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

出願年月日

出願年月日

権利者 産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日産業財産権の名称

産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号発明者 国内・外国の別権利者

富山県立大学（富山県射水市）

書　　名 発行年

出　版　社

総ページ数

著　者　名

発　表　場　所

土田将司，大下福仁，井上美智子

発　表　者　名
ビザンチン環境における認証機能付き白板を用いたモバイルエージェント集合アルゴリズ
ム

電子情報通信学会コンピュテーション研究会

発　　表　　標　　題

2016年09月06日

学　会　等　名 発表年月日

（課題番号： 26330084 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／6）
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：国際共同研究である

17.備考

－

－ － － － －

－ － － － －

Bangladesh BUET － － －

－ － － － －

共同研究相手国 相手方研究機関

France
Universite Pierre et Marie
Curie

－ － －

（課題番号： 26330084 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （6／6）


